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非侵襲的陽圧換気 (Non-invasive Positive Pressure Ventilation ; 

NPPV)の使用状況に関するアンケート調査結果

多施設共同研究委員会*

【l】背景

非侵襲的換気補助 (NPPV)は呼吸不全患者

に対して気管内挿管を行わずに人工呼吸を行うも

ので，気管内挿管に伴う患者の不快感および合併

症を避けることをねらっている。しかしながら対

象疾患としては二酸化炭素貯留を伴う急性換気不

全患者については患者予後を改善させる効果が示

されているがトヘ急性呼吸不全患者 (Pacozの

上昇または Pao2の低下)を対象とした場合は報

告により結果がまちまちであるト6)0 NPPVの臨

床効果は呼吸不全の原因疾患，使用する機材や施

1 J二将の技111;や心開的ノてイアスにも結果が左右され

る円J能性がある。 NPPVに対する臨床研究を行

うにあたっては， 一施設あたりの府例数が少ない

という日本間有の事情に加えて施設内のバイアス

の影響を減らすためにも多施設共同研究が適当で

ある。諸外国の NPPVに対する臨床研究の結果

は福岡が総説としてまとめている九呼吸療法医

学会多施設共同研究委員会は日本における

NPPVに対する多施設共同研究を念頭においた

上で実行可能性を探るためにアンケート調査を

行った。

【2】方法

図lに今回実施したアンケートの回答用紙を示

す。アンケー卜調査の内容は，呼吸療法医学会各
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問 (3)の他部署での NPPVの経験は 17施設が

あり， 4施設がないと回答した。問 (4) の

NPPV専用の人工呼吸器は 19施設が所有してお

り， 3施設が所有していなかった。 NPPV専用

の人工呼吸器としては， ICU用人工呼吸器を

NPPVに用いているという回答を除くとすべて

Respironics社の BiPAPST/Dまたは Visionで

あった。問 (5)の実際に NPPVを施行するの

は医師が 16施設，医師と看護婦が5施設で，看

護婦のみと回答した施設はなかった。問 (6，7) 

では NPPVの適応基準を決めて施行している施

設は 3施設あったが，明確なプロトコールを作成

している施設はなく，また， NPPVの使用頻度

は施設問に差があった。このことから，各施設と

もNPPVについては手探り状態であることがう

かがわれ，学会として， NPPV使用に関する

Clinical Practice Guidelineが必要であると考え

られる。問 (8，9)の結果として図2にNPPV

施行場所別の症例数を示す。合計で351例に

NPPVが施行されており，これは同時期の総人

工呼吸症例数8，058例の4.4%に相当する。その

内228例 (65%) は一般 ICUで， 32例 (9%)

は救急ICUで， 68例 (19%)は一般病棟で， 23 

例 (7%)は救急外来で施行された。図3が問

(10) の昨年一年間の疾患別人工呼吸施行症例数

である。 NPPV臨床研究の実現可能性を探るの

が本アンケートの目的であることから問 (12)

98 

われる可能性のある疾患の 1999年の年間症例数

等である。アンケート対象者は呼吸療法医学会全

評議員とした。質問(10)の疾患群は多施設共同

研究委員会において検討の結果決定した。

アンケートは，本学会評議員 57名に送付され，

その内 30名から回答を得た(回答率 53%)。そ

の内同一施設からの重複回答4名および症例数等

についての回答がなされていないため集計不能な

4名の計8名を除外した 22名の回答を集計した。

問(1)の診療部署は一般ICUが最も多く 18施

設で，救急ICU8施設，一般病棟3，救急外来 1

と続く(重複回答を含む)。問 (2)のNPPVの

経験は 19施設がある， 3施設がないと回答した。
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多施設共同研究に参加を希望すると回答した施設

のみを集計した。今回のアンケート調査では各疾

患の診断基準を明記しておかなかったためここに

あがっている数字はあくまで概数である。問

(11， 12)のNPPVの有効性を検討する臨床試

験の必要性については 18施設が必要だと回答し

たが，そのうち多施設共同研究への参加を希望す

る施設は 15施設であった。

【4】 まとめ

呼吸療法医学会多施設共同研究委員会では今回

のアンケート調査をもとにして心原性肺水腫と

ALI/ARDSをそれぞれ対象とする多施設共同研

究のプロ トコールを検討中である。
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